
ドナテルロ作「ユディット」の設置場所変遷につい
て

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-04-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 中江, 彬

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00004712URL



ド
ナ
テ
ル
ロ
作
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
設
置
場
所
変
遷
に
つ
い
て

中

江

彬

ドナテ〃ロ作「ユディット」の設置場所変遷について67

ロ
ジ
ア
・
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
シ
ニ
ョ
リ
ア
広
場
の
南
側
（
挿
図
1
）
に
は
、
ア
ル
ノ
ル

フ
ォ
・
デ
ィ
・
カ
ム
ビ
オ
の
設
計
に
よ
っ
て
共
和
国
政
庁
の
た
め
に
一
二
九
八

年
か
ら
；
一
一
四
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
グ
ェ
ッ
キ
オ
の
巨

大
な
建
物
と
、
オ
ル
カ
ー
ニ
ャ
の
設
計
に
よ
っ
て
＝
二
七
六
年
以
降
に
建
設
さ

れ
た
舞
台
式
の
建
物
ロ
ジ
ア
・
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ
と
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
建
物
の
間
に
は
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
へ
と
向
う
通
路
が
あ
る
。
パ
ラ

ッ
ツ
ォ
・
グ
ェ
ッ
キ
オ
の
入
口
は
こ
の
建
物
の
西
正
面
右
側
に
あ
り
、
そ
の
前

は
、
広
場
の
地
面
よ
り
も
数
段
高
い
テ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
（
挿
図
2
）
。
現

在
、
そ
の
上
の
入
口
に
向
っ
て
左
側
に
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ュ
競
作
大
理
石
彫
刻

「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
の
模
刻
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
真
作
の
「
ダ
グ
ィ
デ
」
（
挿
図
3
）
は
、
　
一
八
七
三
年
以
前

に
は
、
今
日
模
刻
の
あ
る
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
彫
刻
に
つ
い
て
、
ル

ネ
サ
ン
ス
期
の
美
術
家
た
ち
の
伝
記
を
著
わ
し
た
画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
グ
ァ
ザ

ー
リ
は
、
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
伝
」
（
初
版
一
五
五
〇
年
、
再
版
一
五
六
八
年
）挿図1　パラッツォ・ヴェッキオとロジ

ア・デェイ・ランツィ（部分）
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挿図2　シニョリア広場の平面図
　（cf．　E。A．　Gutkind，　Urban　Develop皿ent

　in　Southem　Europe＝Italy　and　Greece，

　London，1969　PI．24）

挿図3　ミケランジェロ作「ダヴィデ」

フィレンツェ　アカデミア美術館

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
以
下
の
内
容
は
、
初
版
、
再
版
に
お
い

て
全
く
同
文
で
あ
る
。

　
《
そ
れ
か
ら
、
蝋
模
型
を
作
っ
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
の
看

板
の
た
め
に
、
そ
の
模
型
に
、
手
に
投
石
器
を
も
つ
若
い
ダ
ヴ
ィ
デ
を
彫
り
込

ん
だ
。
そ
れ
は
、
ダ
グ
ィ
デ
が
正
義
で
も
っ
て
彼
の
人
民
を
護
り
、
治
め
た
よ

う
に
、
こ
の
都
を
治
め
よ
う
と
す
る
者
が
、
こ
の
都
を
勇
敢
に
護
り
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

正
義
で
も
っ
て
治
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
》
と
。

　
こ
の
彫
刻
の
迫
真
的
造
形
力
に
関
し
て
、
M
・
ド
ヴ
ォ
ル
シ
ャ
ッ
ク
ほ
ど
見

事
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
《
こ
の
英
雄
は
、
顔
を
横
に
向
け
、
敵
を
凝
視
し
て
い
る
。
左
手
で
投
石
器

の
裏
を
つ
か
み
、
右
手
で
そ
の
把
手
を
も
ち
、
つ
ぎ
の
瞬
間
に
は
、
左
手
を
は

な
し
、
右
手
を
ひ
き
、
投
櫛
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
れ
は
考
慮
と
実
行
の

間
の
一
刹
那
、
最
高
の
緊
張
の
瞬
間
で
あ
り
、
表
情
に
も
、
穿
孔
の
眼
や
眉
を

ひ
そ
め
た
額
や
、
口
辺
の
蔑
笑
に
そ
れ
が
現
わ
れ
、
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
殺
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
決
意
を
物
語
っ
て
い
る
》
と
。

　
こ
の
「
ダ
グ
ィ
デ
」
の
左
側
に
は
、
ド
ナ
テ
ル
玉
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
彫
像
「
ユ

デ
ィ
ッ
ト
」
（
挿
図
4
）
が
高
い
台
座
に
の
せ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
彫

刻
に
つ
い
て
、
グ
ァ
ザ
ー
リ
は
、
「
ド
ナ
テ
〃
押
型
」
（
再
版
）
に
お
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
庁
の
た
め
に
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
は
、
広
場
に
あ
る
政
庁
の
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ロ
ジ
ア
（
ロ
ジ
ァ
・
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ
）
の
ア
ー
チ
の
中
に
置
か
れ
て
い
る

ブ
ロ
ン
ズ
彫
像
を
制
作
し
た
。
ホ
ロ
フ
ェ
ル
ネ
ス
の
首
を
は
ね
よ
う
と
し
て
い

る
ユ
デ
ィ
ッ
ト
を
表
現
し
た
こ
の
彫
刻
は
、
偉
大
な
卓
越
さ
と
技
能
の
作
品
で

あ
っ
て
、
ユ
デ
ィ
ッ
ト
の
服
と
顔
付
き
の
中
に
ユ
デ
ィ
ッ
ト
の
外
的
単
純
さ
を

見
て
と
る
誰
に
も
、
彼
女
の
偉
大
な
精
神
と
、
神
の
加
護
と
を
あ
ら
わ
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
ホ
ロ
フ
ェ
ル
ネ
ス
の
姿
は
、
冷
め
た
く
な
っ
て
下
が
っ
た
四
肢

に
よ
っ
て
、
ワ
イ
ン
の
き
き
め
と
、
熟
睡
と
を
示
し
て
い
る
。
…
…
彼
は
こ
の

作
品
に
満
足
し
た
の
で
、
彼
の
い
つ
も
の
や
り
か
た
と
違
っ
て
、
「
ド
ナ
テ
ル

ロ
の
作
品
」
（
u
o
づ
暮
。
已
。
や
ロ
ω
）
と
い
う
言
葉
か
ら
解
る
よ
う
に
、
そ
の
作

　
　
　
　
　
　
（
3
）

品
に
署
名
を
し
た
。
》

　
今
日
、
シ
ニ
ョ
リ
ア
広
場
を
訪
れ
て
み
て
も
、
そ
の
作
品
は
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の

報
告
に
あ
る
ロ
ジ
ア
・
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み

に
、
旅
行
者
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
K
・
ペ
デ
旧
著
「
イ
タ
リ
ア
」
の
一
九

〇
九
年
版
に
は
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
ま
だ
ロ
ジ
ア
．
デ
ェ
イ

難
難
灘
購

・
ラ
ン
ツ
ィ
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
ユ

デ
ィ
ッ
ト
」
が
現
在
あ
る
場
所
に
落
着
く
の
は
今
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。

　
実
際
に
、
H
・
W
・
ジ
ャ
ン
ソ
ン
著
「
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
彫
刻
」
（
一
九
六
三

年
）
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き
、
安
全
確
保
の
た
め
に
国
立
美
術

館
に
保
護
さ
れ
て
い
た
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
、
終
戦
の
一
九
一
九
年
に
、
ロ
ジ

ア
・
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ
の
中
で
は
な
く
、
現
在
あ
る
通
り
の
パ
ラ
ッ
ソ
ォ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

グ
ェ
ッ
キ
オ
の
前
に
移
し
か
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
で
は
、
そ
の
移
転
は
、
正
し
い
処
置
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の

設
置
場
所
変
更
は
、
こ
の
作
品
の
も
つ
歴
史
的
意
義
再
現
の
た
め
の
興
味
深
い

解
読
行
為
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
シ
ニ
ョ
リ
ア
広
場
で
演
じ
ら
れ
た
最
も
有
名
な
事
件
は
、

明
ら
か
に
、
サ
グ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
焚
刑
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
そ
の
と
き
の
状

況
を
再
現
す
る
絵
画
「
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
焚
刑
」
（
挿
図
5
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
、
コ
ル
シ
ー
二
画
廊
）
が
十
六
世
紀
初
頭
の
或
る
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ

観
購
灘

挿図4　ドナテルロ作「ユデ
ィット」パラッツォ・ヴェッ
キオ正面前

た
。
そ
の
絵
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
グ
ェ
ッ
キ

オ
の
入
口
前
に
は
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
そ
の
場
所
は
、
現
在
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
の
「
ダ
グ
ィ
デ
」
が
占
め
て
い
る
ま
さ
に
同
じ
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
、
い
っ
そ
の
場
所
を
「
ダ

グ
ィ
デ
」
に
譲
り
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
五
〇
年
か
ら
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挿図5　作者不詳「サヴォナローラ焚刑」

（部分）フィレンツェ，コ・レシー二画廊

「
五
一
六
年
ま
で
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
日
記
を
つ
け
た
ル

カ
．
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
（
一
四
三
六
1
【
五
｝
六
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。　

《
（
一
五
〇
四
年
）
六
月
八
日
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
σ
「
ダ
グ
ィ
デ
」
は
、

「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
代
り
に
、
欄
干
（
ユ
ロ
o
q
霞
。
δ
）
の
上
に
設
置
さ
れ
た
。

「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
取
り
除
か
れ
て
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
の
中
の
床
に
置
れ
ざ
る
を

　
　
　
　
（
5
）

え
な
か
っ
た
。
》

　
そ
の
「
日
記
」
は
、
そ
の
後
の
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
移
動
先
を
も
記
し
て
い

る
。　

《
（
［
五
〇
六
年
）
五
月
一
〇
日
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
レ
ッ
ツ

ァ
に
向
い
合
っ
て
ロ
ジ
ア
・
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ
の
最
初
の
ア
ー
チ
の
下
に
設

　
　
　
（
6
）

置
さ
れ
た
。
》

　
一
五
〇
四
年
の
「
日
記
」
に
記
さ
れ
た
欄
干
は
、
今
日
、
取
り
外
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
絵
画
か
ら
う
か
が
う
し
か
な
い
。

　
さ
て
、
で
は
こ
の
彫
像
の
移
転
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ

う
か
。

二
　
一
五
〇
四
年
の
会
議

　
移
転
理
由
解
明
の
た
め
の
文
献
資
料
は
、
フ
ィ
レ
ン
ソ
ェ
大
聖
堂
文
書
館
に

あ
る
一
巻
の
手
書
本
「
議
事
録
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
　
一
五
〇
四
年
一
月
二

五
日
に
、
完
成
ま
じ
か
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
「
ダ
グ
ィ
デ
」
の
永
遠
の
設
置

場
所
を
決
定
す
べ
く
催
さ
れ
た
会
議
の
内
容
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
議
事
録
」
に
つ
い
て
、
S
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
一
九
七
四
年
五
月
号
「
ア

ー
ト
・
ブ
リ
テ
ィ
ン
」
第
五
六
巻
に
お
い
て
詳
細
に
し
て
興
味
深
い
報
告
を
掲

　
　
（
7
）

配
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
報
告
を
参
考
に
し
て
、
移
転
理
由
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

　
三
〇
名
が
出
席
し
た
こ
の
会
議
に
は
、
以
下
に
列
挙
す
る
よ
う
な
種
々
の
分

野
の
芸
術
家
た
ち
が
出
席
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ド
レ
ア
．
デ
ル
ラ
．
ロ
ビ
ア
（
陶
器
彫
像
家
、
　
↓
四
三
九
年
生
）
、
コ

シ
モ
．
ロ
ッ
セ
リ
ー
二
（
画
家
、
　
一
四
三
九
年
生
）
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
グ

ラ
ナ
ッ
チ
ィ
（
画
家
、
一
四
六
九
年
生
）
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ィ
・
コ
シ
モ
（
画
家
、

一
四
六
二
年
生
）
、
ダ
グ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
ヨ
（
画
家
、
　
一
四
五
二
年

生
）
、
シ
モ
ー
ネ
・
デ
ル
・
ポ
ラ
イ
ウ
ォ
ー
ロ
（
建
築
家
、
一
四
五
七
年
生
）
、



71　ドナテルロ作「ユディット」の設置場所変遷について

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
・
リ
ッ
ピ
（
画
家
、
　
一
四
五
七
年
生
）
、
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ

テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
（
画
家
、
　
一
四
四
五
年
生
）
、
　
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
グ
ィ
ン
チ

（
画
家
、
彫
刻
家
、
技
術
者
、
　
一
四
五
二
年
生
）
、
　
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ク
レ
デ
ィ

（
画
家
、
金
工
家
、
彫
刻
家
、
　
一
四
五
六
年
生
）
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ダ
・
サ

ン
ガ
ル
ロ
（
建
築
家
、
彫
刻
家
、
技
術
者
、
　
一
四
四
五
年
生
）
、
ビ
ア
ジ
オ
・

デ
ィ
・
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
（
画
家
、
一
四
七
六
年
生
）
。
以
上
の
芸
術
家
た
ち
に
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
政
庁
の
式
部
官
た
ち
が
加
わ
り
、
そ
の
会
議
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
。

　
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
コ
シ
モ
・
ロ
ッ
セ
リ
ー
二
及
び
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ

は
、
元
来
予
定
さ
れ
て
い
た
大
聖
堂
案
を
提
案
し
た
が
、
彼
ら
は
そ
れ
を
扶
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
上
に
設
置
す
る
と
い
う
前
世
紀
か
ら
の
計
画
に
代
え
て
、
大
聖
堂
下
面
前
を

選
ん
で
い
る
。
前
者
は
、
正
面
右
側
、
後
者
は
、
正
面
左
側
を
主
張
し
て
い

る
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ダ
・
サ
ン
ガ
ル
ロ
は
、
ロ
ジ
ア
。
デ
ェ
イ
・
ラ
ン
ツ
ィ

の
内
部
中
央
案
を
、
第
二
式
部
官
及
び
画
家
の
ビ
ア
ジ
オ
は
、
ロ
ジ
ア
・
デ
ェ

イ
・
ラ
ン
ツ
ィ
の
中
央
階
段
室
案
を
、
ガ
ッ
リ
エ
ー
ノ
（
刺
し
ゅ
う
細
工
師
）

は
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
グ
ェ
ッ
キ
オ
の
西
正
面
左
端
案
を
提
出
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
最
終
決
定
案
に
な
る
意
見
を
述
べ
た
の
は
、
芸
術
家
側
で
は
な

く
、
政
庁
の
首
席
式
部
官
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
デ
ィ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
フ
ィ
ラ

レ
ー
テ
で
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
会
議
に
お
け
る
最
初
の
発
言
者
が

こ
の
首
席
式
部
官
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
た
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
を
取
り
除
き
、
そ
こ
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
ダ
ヴ

イ
デ
L
を
置
く
と
い
う
次
の
よ
う
な
案
に
よ
っ
て
会
議
を
リ
ー
ド
し
ょ
う
と
し

て
い
る
。

　
《
私
の
意
見
で
は
、
そ
の
彫
刻
に
ふ
さ
わ
し
い
二
つ
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。

最
初
の
場
所
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
次
は
、

（
ド
ナ
テ
ル
ロ
作
の
）
「
ダ
グ
ィ
デ
」
（
挿
図
6
）
が
置
か
れ
て
い
る
パ
ラ
ッ
ツ

ォ
の
中
庭
中
央
で
す
。
第
一
の
理
由
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
が
死
を
も
た
ら
す

象
徴
（
。
・
o
帥
q
ロ
。
酒
壷
け
嵐
臼
。
）
で
あ
っ
て
、
十
字
架
と
百
合
の
花
の
紋
章
を
も
つ

わ
れ
わ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
し
、
婦
人
が
男
性
を
殺
害
す
る
の
も
よ
く
な
い

か
ら
で
す
。
星
占
い
も
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
設
置
を
好
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
久
し
い
間
、
物
事
は
、
悪
い
ほ
う
か
ら
、
な
お
一
層
悪
い
ほ
う
へ

と
向
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ピ
サ
は
、
奪
回
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
（
ド
ナ
テ
ル
口
置
の
）
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
は
、
不
完
全
な
作
品
で
あ
り

ま
す
。
背
後
に
ひ
い
た
そ
の
脚
は
、
不
恰
好
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ

の
（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
）
彫
刻
は
、
こ
れ
ら
（
中
庭
及
び
入
口
の
前
の
）
二

一
鍵
雛

三繍懇魏灘羅
挿図6　ドナテルロ作
ヴィデ」　フィレンツ
国立バルジェルロ美術
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つ
の
場
所
の
い
ず
れ
か
に
置
か
れ
る
よ
う
に
お
す
す
め
致
し
ま
す
。
私
と
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

し
て
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
場
所
が
い
い
と
存
じ
ま
す
》
と
。

　
結
果
的
に
は
、
こ
の
最
初
の
発
言
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
て
、
す
で
に
引
用

し
た
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
の
「
日
記
』
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
首
席
式

部
官
の
意
見
が
多
数
の
芸
術
家
た
ち
の
意
見
を
く
つ
が
え
し
て
い
る
．
点
と
、
首

席
式
部
官
の
論
旨
が
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
両
作
品
の
非
難
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
作
品
が
政
庁
側
に
政
治
的
に
不
利
な
条
件

を
そ
な
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
と
、
そ
し
て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
ダ

ヴ
ィ
デ
」
が
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
あ
る
場
所
に
置
か
れ
る
よ
う
に
予
め
決
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
た
め
の
資
料
は
、
す
で
に
一
章
の
冒
頭
に
お
い
て
引
用
し
た
グ
ァ
ザ
ー

リ
の
報
告
で
あ
る
。
あ
の
報
告
の
な
か
の
《
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
の
た
め
の
看
板
》
と

い
う
言
葉
は
、
一
五
〇
一
年
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
彫
刻
を
委
嘱
さ
れ
た
と
き

に
、
す
で
に
設
置
場
所
が
政
庁
側
で
決
定
ず
み
で
あ
っ
た
こ
と
の
明
白
な
あ
ら

わ
れ
で
あ
ろ
う
。
パ
オ
ラ
・
パ
ロ
ッ
キ
は
、
あ
の
言
葉
を
グ
ァ
ザ
ー
リ
の
潤
色

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
み
な
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
会
議
の
進
行
状
況
は
、
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
の
設

置
理
由
が
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
除
去
に
あ
っ
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

　
レ
ー
ダ
ィ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ト
ハ
イ
マ
！
や
、
F
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
研
究
成
果

　
　
　
　
（
1
1
）

を
ふ
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
一
五
〇
四
年
一
月
二
五
日
の
会

議
は
、
成
員
構
成
の
点
か
ら
み
て
、
決
議
を
要
求
し
な
い
公
聴
会
の
ご
と
き
も

の
で
あ
り
、
パ
ラ
ヅ
ソ
ォ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
の
前
の
設
置
案
は
予
め
政
庁
側
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
作
品
の
内
容
を

決
定
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
会
議
の
論
議
は
、
「
ダ

グ
ィ
デ
」
の
設
置
場
所
に
関
し
て
そ
れ
ほ
ど
影
響
力
を
も
た
な
い
、
と
。
な
ぜ

そ
う
な
る
か
は
、
す
で
に
一
五
〇
一
年
の
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
の
委
嘱
の
た
め
の
会

議
に
お
け
る
と
同
様
に
、
先
ず
、
政
庁
側
が
決
定
事
項
を
定
め
て
お
い
て
、
反

対
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
場
合
や
、
或
い
は
政
庁
側
の
決
定
事
項
が
ほ
ぼ
賛
成

さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
事
項
を
ま
だ
十
分
に
市
民
が
知
ら
な

い
場
合
に
、
い
わ
ば
公
報
の
ご
と
き
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
開
催
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　
で
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
除
去
案
に
対
す
る
反
対
が
少
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、

何
故
に
、
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
、
政
庁
側
は
見
込
み
得
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
設
置
年
の
出
来
事
を
知

る
必
要
が
あ
ろ
う
。三

　
一
四
九
四
年
の
政
変

　
一
四
九
五
年
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
庁
議
事
録
に
は
次
の
記
録
が
の
こ
さ
れ
て

い
る
。

　
《
一
〇
月
九
日
、
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
宮
殿
の
中
庭
に
あ
る
（
ド
ナ

テ
ル
自
作
の
）
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
と
、
同
宮
殿
の
庭
園
に
あ
る
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」

と
の
二
つ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
台
座
と
と
も
に
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
の

オ
　
コ
ペ
　
ラ
　
イ

建
設
委
員
会
の
も
と
に
移
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
建
設
委
員
会
は
、
彼
ら
が
適
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（
1
3
）

当
で
あ
る
と
思
う
場
所
に
そ
れ
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
》

　
さ
ら
に
、
ル
カ
・
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
の
「
日
記
」
に
は
そ
の
作
品
の
移
動
先
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
《
一
四
九
五
年
＝
月
一
二
日
、
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
家
か
ら
持
ち

出
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
の
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
、
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
。
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

入
口
に
接
し
て
欄
干
の
上
に
設
置
さ
れ
た
。
》

　
以
上
の
記
録
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
、
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」

と
と
も
に
、
一
四
九
五
年
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
宮
殿
か
ら
ヘ
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ェ
ッ

キ
オ
に
移
さ
れ
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
、
入
口
の
前
の
欄
干
の
上
に
、
そ
し
て

「
ダ
グ
ィ
デ
」
は
、
一
五
〇
四
年
の
『
議
事
録
」
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
中
庭

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
持
ち
出
し
は
、
一
四
九
四
年
目
フ
ラ
ン
ス
軍
イ
タ

リ
ア
侵
入
に
際
し
て
、
メ
デ
ィ
チ
家
本
家
の
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
一
四

七
一
i
一
五
〇
三
年
半
が
、
自
分
の
恥
ず
べ
き
行
為
の
た
め
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
た
め
に
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
そ
の
歴
史
的
事
情
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
一
四
九
二
年
の
ロ
レ
ン
ソ
ォ
・

イ
ル
・
マ
ニ
フ
ィ
：
コ
の
死
後
、
メ
デ
ィ
チ
家
本
家
を
継
い
だ
ピ
エ
ロ
は
、
父

親
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
賢
明
な
均
衡
政
策
を
す
て
て
、
ナ
ポ
リ
支
持
に
傾
い
た
。
当

時
、
ミ
ラ
ノ
侯
ジ
ャ
ン
。
ガ
レ
ア
ッ
ツ
オ
・
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
は
、
ナ
ポ
リ
王
フ

ェ
ッ
ラ
ン
テ
の
孫
娘
を
妻
に
む
か
え
た
が
、
叔
父
の
ロ
ド
グ
ィ
ー
コ
・
ス
フ
ォ

ル
ソ
ァ
の
後
見
の
も
と
に
あ
り
、
事
実
上
の
支
配
権
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
ナ
ポ
リ
宮
廷
は
、
ロ
ド
ヴ
ィ
ー
コ
の
挿
圧
か
ら
、
ミ
ラ
ノ
侯
夫
婦
を
解
放

せ
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ピ
エ
ロ
の
ナ
ポ
リ
支
持
が
、
ロ
ド
ヴ
ィ
ー
コ

に
と
っ
て
恐
怖
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
ロ
ド
グ
ィ
ー
コ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
睡
ナ

ポ
リ
の
連
合
に
対
抗
す
べ
く
、
安
易
に
も
、
オ
ル
レ
ア
ン
家
出
身
と
し
て
ミ
ラ

ノ
侯
国
に
た
い
す
る
王
位
継
承
権
と
、
ナ
ポ
リ
王
国
を
ト
ル
コ
征
略
十
字
軍
の

基
地
に
し
ょ
う
と
す
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夢
を
も
つ
フ
ラ
ン
ス
王
シ
ャ
ル
ル
八

世
（
↓
四
七
〇
i
九
八
年
）
に
助
力
を
求
め
た
。
シ
ャ
ル
ル
が
ア
ル
プ
ス
を
越

え
た
と
き
、
ピ
エ
ロ
は
、
そ
の
軍
隊
に
狼
狽
し
て
、
ナ
ポ
リ
支
持
に
も
拘
ら

ず
、
シ
ャ
ル
ル
王
の
も
と
に
逃
亡
し
た
。
そ
の
ピ
エ
ロ
の
態
度
を
怒
っ
た
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
市
民
は
、
シ
ャ
ル
ル
の
軍
隊
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
到
着
す
る
前
に
、

ピ
エ
ロ
を
市
か
ら
追
放
し
て
新
し
い
共
和
国
を
樹
立
し
た
が
、
シ
ャ
ル
ル
歴
世

は
、
ナ
ポ
リ
征
略
の
た
め
に
、
．
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
を
お
だ
や
か
に
承
認
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
年
＝
月
二
日
、
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
軍
が
去
っ
た
数
日
後
に
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
市
民
た
ち
は
、
当
面
の
間
、
こ
の
都
を
治
め
、
新
し
い
組
織
を
つ
く
る
た

め
の
十
二
人
の
指
導
者
を
選
ぶ
こ
と
に
同
意
し
た
。
こ
の
た
め
の
手
本
に
な
っ

た
の
は
、
グ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
で
あ
る
。
そ
の
共
和
国
に
似
せ
て
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
に
も
大
会
議
を
作
る
案
が
法
律
家
パ
オ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ソ
デ
リ
ー
二
か

ら
提
案
さ
れ
た
が
、
貴
族
た
ち
（
o
冥
巨
β
。
8
）
か
ら
激
し
く
反
対
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
案
は
、
外
国
の
軍
隊
の
到
来
を
予
言
し
た
説
教
の
的
中
に

よ
っ
て
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
副
院
長
で
、
ド

メ
ニ
コ
会
修
道
師
サ
グ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
、
実
現
す
る
こ
と
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に
な
る
。
十
二
月
十
二
日
、
サ
グ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
は
、
説
教
壇
の
上
か
ら
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
市
民
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
《
私
は
、
グ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
政
体
が
非
常
に
よ
ろ
し
い
と
信
ず
る
。
し
か

も
、
他
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
何
ら
恥
ず
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
れ

を
採
用
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
市
民
間
の
争
い
を
決
し
て
起
し
は
し
な
い
の
で

　
（
1
7
）

あ
る
》
と
。

　
こ
の
説
教
に
高
揚
し
た
市
民
は
、
街
を
行
進
し
て
大
会
議
を
要
求
し
た
。
そ

れ
を
制
定
す
る
た
め
の
基
本
法
案
は
、
十
二
月
二
二
日
及
び
二
三
日
の
議
会

（
冨
二
僧
ヨ
。
暮
。
）
に
よ
っ
て
通
過
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
政
庁
成
員
に
な
っ

た
祖
先
を
も
つ
者
、
そ
し
て
、
市
当
局
に
税
の
遅
滞
な
き
者
の
う
ち
で
二
九
歳

以
上
の
全
市
民
は
、
そ
の
大
会
議
の
成
員
に
な
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
規
準
か
ら
見
積
れ
ば
、
全
点
員
数
は
一
、
五
〇
〇
人
以
上
に
な
り
、
そ
の
た

め
の
大
会
議
室
が
必
要
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
法
案
の
通
過
と
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
メ
デ
ィ
チ
家
が
偽
装
し
た
独
裁
政
治
の
機
構
と
し
て
乱
用
し
て
き
た
、
広

場
に
お
け
る
全
市
民
の
大
投
票
た
る
議
会
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
↓
四
九
五
年
春
、
新
し
い
大
会
議
室
設
置
が
急
務
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
一

一
日
、
政
庁
は
、
事
務
局
員
、
監
督
官
が
一
週
間
以
内
に
指
名
さ
る
べ
き
旨
の

規
則
を
設
け
た
。
五
月
二
三
日
、
会
議
室
建
設
の
建
築
家
と
し
て
ア
ン
ト
ー
ニ

オ
・
ダ
・
サ
ン
ガ
ル
ロ
が
指
名
さ
れ
、
更
に
、
七
月
一
五
日
に
は
、
建
設
図
面

も
承
認
さ
れ
て
、
モ
ン
チ
ャ
ッ
ト
と
ク
ロ
ナ
カ
（
シ
モ
ー
ネ
・
デ
ル
・
ポ
ラ
イ

ウ
ォ
ー
ロ
の
こ
と
、
一
四
五
七
－
一
五
〇
八
年
）
が
建
築
監
督
官
と
し
て
選
出

さ
れ
て
、
工
事
が
始
ま
っ
た
。

　
以
上
の
経
過
で
大
会
議
室
建
設
が
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
の
二
階
で
始

ま
っ
た
と
き
、
ド
ナ
テ
ル
ロ
作
の
「
ダ
グ
ィ
デ
」
と
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
と
が
、

メ
デ
ィ
チ
家
の
宮
殿
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
彫
刻
は
、
外
敵

に
対
す
る
勝
利
の
象
徴
と
も
み
な
さ
れ
て
も
い
た
か
ら
、
そ
れ
ら
は
、
新
し
い

共
柏
国
の
闘
志
あ
ふ
れ
る
熱
意
に
ま
さ
に
一
致
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
大
会
議
の
案
が
貴
族
た
ち
か
ら
反
対
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
解
る
よ
う
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
、
ま
だ
メ
デ
ィ
チ
家
の
分
家
や
親
メ
デ

ィ
チ
派
が
多
数
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
会
議
室
建
設
に
も
、
サ
グ
ォ

ナ
ロ
ー
ラ
の
《
冷
こ
そ
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
よ
。
で
き
る
者
は
皆
、
そ
れ
を
進
捗

さ
せ
る
べ
く
金
を
貸
せ
》
（
一
四
九
五
年
六
月
二
八
日
）
と
い
う
説
教
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
親
メ
デ
ィ
チ
派
の
残
存
こ
そ
、
一
五
〇
四

年
の
会
議
に
お
い
て
、
首
席
式
部
官
が
ド
ナ
テ
ル
ロ
の
作
品
に
非
難
の
口
実
を

見
出
し
、
そ
れ
を
除
去
し
よ
う
と
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
あ
の
非

難
の
真
の
根
拠
が
、
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
と
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
と
が
も
と
も
と
メ
デ

ィ
チ
家
の
所
有
物
で
あ
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

反
メ
デ
ィ
チ
の
考
え
で
樹
立
さ
れ
た
新
し
い
共
和
国
の
政
庁
舎
前
に
、
メ
デ
ィ

チ
三
色
の
強
い
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
を
設
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
政
庁
側
に
は
全

く
不
利
で
あ
っ
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
は
や
く
、
そ
れ
に
代
る
べ
き
彫
刻
の
制
作

が
要
望
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
一
五
〇
一
年
に
そ

の
作
品
が
委
嘱
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
設
置
場
所
が
決
定
済
み
で
あ
っ
た
と
考
え
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る
ほ
う
が
理
に
適
う
。
な
お
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
が
入
口
の
前
に
設
置
さ
れ
た
と

き
に
台
座
は
新
た
に
作
ら
れ
、
そ
こ
に
は
《
一
四
九
五
年
、
共
和
国
救
済
の
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
し
て
市
民
が
こ
れ
を
設
け
た
》
と
い
う
銘
文
が
い
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

こ
の
銘
文
も
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
し
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

四
メ
デ
ィ
チ
家
の
庭
園
叉
は
宮
殿

　
一
四
九
五
年
の
『
議
事
録
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
以
前
に
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
は

メ
デ
ィ
チ
家
の
中
庭
に
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
は
庭
園
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
の
正
面
右
側
に
は
、
今

日
、
パ
ラ
ッ
ソ
ォ
・
リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
メ
デ
ィ
チ
家
の
宮
殿
が
あ

り
、
そ
の
建
物
に
は
、
中
庭
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
庭
園
は
な
い
。
そ

の
庭
園
の
場
所
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
は
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ア
デ
ュ
モ

ル
ロ
著
『
マ
リ
ェ
ッ
タ
・
デ
・
リ
ッ
チ
…
…
」
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
　
一
八
四
五

年
、
1
、
七
五
八
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ル
イ
ジ
・
パ
ッ
セ
リ
ー
二
の
文
章

で
あ
る
。

　
《
私
の
所
有
す
る
十
五
世
紀
の
小
さ
な
文
書
は
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
の
メ
デ
ィ

チ
家
の
庭
園
に
置
か
れ
て
い
た
頃
の
彫
刻
の
下
部
に
次
の
よ
う
な
銘
文
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
円
柱
の
一
方
の
側
に
は
、
幻
o
o
q
冨
。
蝕
二
昌
ニ
ロ
×
爆

ω
霞
α
q
①
暫
く
葺
三
夏
ω
弓
ぴ
①
ω
。
巴
Φ
ω
四
く
置
。
ω
ぎ
自
著
8
　
。
ω
ε
Φ
ひ
。

日
o
p
偉
（
諸
王
国
は
奢
修
に
よ
り
崩
壊
し
、
諸
都
市
は
種
々
の
徳
に
よ
っ
て
も

り
あ
が
る
。
あ
な
た
は
謙
遜
の
手
で
も
た
れ
た
高
慢
の
首
を
み
る
）
、
も
う
一

方
の
側
に
は
、
ω
巴
⊆
ω
勺
偉
び
巳
ぽ
P
勺
Φ
＃
口
の
ζ
Φ
象
。
Φ
ω
O
o
。
・
●
霊
．
謬
。
諄
四
け
一

ω一

厲
O
Φ
け
h
o
詳
霊
剣
象
乱
丁
昌
。
日
三
尊
ユ
。
陰
。
ゆ
冨
け
§
ヨ
ρ
ロ
o
o
間
く
①
ω
冒
≦
0
8

0
8
ω
富
暮
昼
β
Φ
〇
三
ヨ
。
巴
お
日
b
二
σ
。
器
ま
卑
Φ
馨
臣
o
O
一
s
＜
詳
（
公
共
に

平
安
あ
れ
／
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
子
息
ピ
エ
ロ
は
、
市
民
た
ち
が
不
屈

で
、
堅
固
な
精
神
で
も
っ
て
共
和
国
に
賦
与
し
た
自
由
と
力
と
に
、
こ
の
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
彫
像
を
献
呈
し
た
》
と
。

　
こ
の
文
献
資
料
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
設
置
場
所
が
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道

院
に
あ
っ
た
メ
デ
ィ
チ
家
の
庭
園
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ

の
パ
ッ
セ
リ
ー
二
の
記
述
と
同
じ
内
容
の
文
書
が
、
E
・
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
（
＼
一
、
～
　
切
魁
、
、
鳴
牒
軋
§
糟
　
×
×
×
，
　
H
㊤
α
G
9
看
　
℃
・
Q
o
g
Q
讐
　
昌
・
軽
）
。
そ

れ
は
、
祖
国
の
父
と
呼
ば
れ
た
コ
シ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
一
三
八
九
一
一
四

六
四
年
）
の
死
に
際
し
て
、
パ
ド
ゥ
ア
の
坐
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
僧
侶
か
ら

痛
風
病
み
の
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
↓
四
一
六
一
六
九
年
）
宛
に
書
か
れ

た
］
四
六
四
年
一
〇
月
五
日
付
の
悔
み
状
の
写
し
で
あ
っ
て
、
バ
ル
ト
ロ
ム
メ

オ
・
デ
ル
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
（
フ
ォ
ン
テ
ィ
オ
）
著
の
「
文
集
」
（
ミ
伽
ミ
§
§
、

リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
図
書
館
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
O
o
9
家
o
o
●
㊤
O
メ
ま
冨
H
凸
h
h
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

　
《
名
誉
と
富
を
も
つ
い
か
に
多
く
の
人
々
が
、
警
告
も
な
し
に
権
力
の
頂
点

か
ら
放
り
出
さ
れ
た
か
を
我
々
は
思
い
起
さ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
あ
な
た

自
身
私
に
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
諸
王
国
は
薫
修
に
よ
り
崩
壊
し
、
諸
都
市

は
種
々
の
徳
に
よ
っ
て
も
り
あ
が
る
。
あ
な
た
は
謙
遜
の
手
で
も
た
れ
た
高
慢
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の
首
を
み
る
と
》
。

　
そ
し
て
、
こ
の
最
後
の
句
の
余
白
に
、
フ
ォ
ン
テ
は
《
メ
デ
ィ
チ
家
の
宮
殿

に
あ
る
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
下
部
の
円
柱
に
》
と
注
釈
を
し
て
い
る
。
こ
の
最

も
古
い
文
献
に
よ
っ
て
、
ふ
た
た
び
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
設
置
場
所
が
二
つ

の
場
所
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、
一
四
四
四
年
に
建
造
さ
れ
始
め
た
メ
デ
ィ
チ

家
の
宮
殿
（
現
在
の
リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
宮
殿
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
一
四
三

七
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
コ
シ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
に
よ
っ
て
ド
メ
ニ
コ
会

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
の
メ
デ
ィ
チ
家
庭
園
で
あ
る
。

で
は
、
「
ユ
デ
ィ
ッ
ト
」
の
最
初
の
設
置
場
所
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
ち
ら

で
あ
っ
た
の
か
。
残
念
に
も
、
こ
れ
を
確
認
す
る
文
献
資
料
は
も
う
無
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
、
そ
の
最
初
の
設
置
場
所
を
求
め
る
こ
と
を
放
棄
し
な

、
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
一
四
五
〇
年
代
末
ご
ろ
に
ド
ナ
テ
ル
ロ
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
作
さ
れ
た

「ホロフェ挿図7　挿図4の部分
ルネスの背中」

「
ユ
デ
ィ
ッ

ト
」
に
、
後

に
付
加
さ
れ

た
台
座
の
二

つ
の
銘
文
の

意
義
を
分
析

し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
「
ダ
ヴ
ィ
デ
」
と
の
相
違
を
問
題
に
し
て
お
こ
う
。

　
ジ
ャ
ン
ソ
ン
は
、
《
諸
王
国
は
…
…
》
と
い
う
銘
文
に
、
道
徳
性
を
、
《
コ

ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
子
息
…
…
》
と
い
う
銘
文
に
、
市
民
的
美
徳
を
読
み

と
っ
て
い
る
。
後
者
の
銘
文
の
付
加
理
由
を
、
ジ
ャ
ン
ソ
ン
は
、
ピ
エ
ロ
が
ル

カ
・
ピ
ッ
テ
ィ
の
陰
謀
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
一
四
六
六
年
の
事
件
と
関
連

さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ピ
エ
ロ
が
自
分
の
個
人
的
勝
利
を
市
民
的
レ
ベ
ル
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

で
ひ
き
あ
げ
る
べ
く
、
そ
の
銘
文
を
い
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。
前
者
の

銘
文
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ン
ソ
ン
は
、
カ
ウ
フ
マ
ン
と
、
E
．
ワ
イ
ン

ド
の
意
見
に
従
っ
て
、
中
世
か
ら
の
『
精
神
の
戦
い
」
（
場
饗
ぎ
目
毬
霞
騨
）
の

伝
統
に
意
義
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
解
釈
の
根
拠
は
、
裸
の
ホ
ロ
フ
ェ
ル
ネ
ス

の
背
中
に
、
肩
か
ら
さ
げ
ら
れ
た
や
や
大
き
め
の
メ
ダ
ル
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

は
、
前
脚
を
あ
げ
た
馬
が
鋳
込
ま
れ
て
い
る
（
挿
図
7
）
。
前
脚
を
あ
げ
て
猛

る
馬
を
「
高
慢
」
に
結
び
つ
け
る
伝
統
は
、
プ
ル
ー
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス
（
三
四
八

年
1
？
）
の
「
精
神
の
戦
い
」
（
一
七
八
1
一
八
五
行
）
に
お
い
て
、
「
高
慢
」

（
。
。
巷
興
三
凶
）
が
荒
れ
狂
う
馬
に
乗
っ
て
登
場
す
る
と
こ
ろ
が
ら
生
じ
、
そ
れ

は
、
美
術
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
「
聖
パ
ウ
ロ
の
改
宗
」
の
図
像
に
侵
入
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ル
ネ
サ
ン
ス
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
と
く
に
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
、

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
落
馬
す
る
パ
ク
ロ
の
絵
が
好
ま
れ
て
い
る
の
で
、
奢
移

と
高
慢
と
を
結
び
つ
け
た
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
意
見
を
記
し
た
銘
文

は
、
極
め
て
中
世
的
な
道
徳
性
の
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
『
精
神
の
戦
い
」
の
中
の
コ
局
慢
」
の
記
述
の
や
や
前
で
、
「
忍
耐
」
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（
忘
け
凶
Φ
二
丁
）
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
《
我
々
は
、
お
な
じ
み
の
徳
で
も
っ
て
、
血
や
命
の
危
険
も
な
し
に
、
驕
れ

る
悪
徳
を
打
ち
負
か
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
戦
の
仕
方
は
、
怒
り
を
、
悪
の
全

軍
を
、
そ
し
て
、
攻
撃
に
耐
え
な
が
ら
諸
力
を
、
絶
滅
さ
せ
る
た
め
の
我
々
の

掟
な
の
だ
。
狂
暴
さ
自
体
そ
れ
自
身
に
と
っ
て
敵
な
の
で
あ
り
、
も
え
る
よ
う

な
葱
怒
は
、
狂
乱
の
う
ち
に
自
ず
か
ら
を
殺
し
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
武
器
に

　
　
　
　
　
（
2
4
）

よ
っ
て
死
ぬ
》
と
。

　
こ
の
「
精
神
の
戦
い
」
に
お
い
て
は
、
高
慢
と
と
も
に
葱
怒
も
ま
た
、
悪
徳

の
一
つ
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
、
コ
シ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ

の
銘
文
に
も
当
然
お
り
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
《
名
誉
と
富
を

も
つ
》
人
々
と
い
う
句
と
と
も
に
、
こ
の
銘
文
を
特
権
階
級
の
座
右
銘
ら
し
く

し
て
い
る
、
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
世
的
色
あ
い
の
強
い
道
徳
性
に
対
し

て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
大
理
石
彫
刻
「
ダ
グ
ィ
デ
」
は
、
全
く
新
し
い
理
念

を
具
現
し
て
い
る
。
す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
紹
介
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
そ

の
革
新
性
を
指
摘
し
た
の
は
、
．
M
・
ド
ヴ
ォ
ル
シ
ャ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
ダ
グ
ィ
デ
」
の
恐
る
べ
き
表
情
で
あ
る
。
ダ
ヴ
ィ
デ
は
、
敵
の
顔
を
凝
視
し

て
い
る
し
、
腕
に
は
、
血
管
が
ふ
く
れ
上
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
、
シ
ャ
ル

ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
、
《
鼻
孔
は
激
怒
で
引
き
つ
り
、
唇
は
怒
り
で
膨
れ
あ

が
っ
て
い
る
》
と
表
現
し
、
そ
の
念
怒
の
表
情
の
思
想
的
背
景
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
中
世
が
、
念
怒
を
悪
徳
と
み
な
し
た
の
に
対
し
て
、
コ
ル
ッ
チ
ォ
．

サ
ル
タ
ー
テ
ィ
（
一
三
三
一
一
一
四
〇
六
年
）
は
、
市
民
の
勇
気
を
高
揚
す
る

忽
怒
は
美
徳
に
な
る
と
述
べ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
二
（
二
二
七
〇
i
一
四

四
四
年
）
は
、
力
と
愛
国
心
と
の
二
つ
の
美
徳
は
、
念
怒
に
よ
っ
て
の
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